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地域の力が育むもの 

校 長   佐藤 恵子 

～♫みどり豊かな 亀甲山に 小鳥歌えば 夜が明ける♩～ これは、新羽サマーフェスティバルでもお

なじみの「大新羽音頭」の冒頭です。「大新羽音頭」には地域の景色や伝統がわかりやすいことばで

表現されていて、人々のふるさとへの思いにあふれています。 

今年度、３年生の一つのグループが総合的な学習の題材として「大

新羽音頭」を取り上げ、歌詞に込められた思いを調べたり、普及会の皆

さんから踊りを教わったりしました。そして、自分たち流に歌詞を変えて

みんなで歌うことに挑戦しました。歌詞のコンセプトを、１番「自分たちの

よさ」、２番「新羽のまちの魅力」、３番「みんなの新羽への思い・希望」

と決め、歌詞を完成させました。３年生全体で他の学習活動の成果とと

もに披露する機会をつくってくれるそうで、とても楽しみです。 

新羽小では、地域を活用した学習を活発に行っています。まち探検、

お仕事訪問、新羽の産業・人々の暮らし・歴史に関する学習、たけのこ

堀り、わらへび作り、もっと素敵なまちにする取組、人と人とをつなぐ取組など、身近な題材を通して子

どもたちは多くのことを学びます。 

私は、学校と地域の連携には子どもの成長において三つの大切な意義があると思っています。一つ

目は、身近な題材や本物を活用した学習活動の大切さです。目や耳から受け取る知識を自分の生活

に結びつけ「自分事」として捉えること、五感をフルに使って本物に触れることは、子どもの好奇心を掻

き立て、学習への興味関心を育てます。二つ目は、多くの人から受ける愛情が子どもの心の安定につ

ながることです。人と人とが関わり合う温かな風土は子どもたちの健全育成を支えます。三つ目は、地

域のよさに気付き地域愛を育てることで、そこに住む人々を大切に思ったり、自分もその地域の一員で

あることに誇りをもったりすることです。自己効力感の高まりとともに、人の役に立ちたい、社会へ貢献

したいという意欲を向上させます。 

今後も、学びに向かう力の向上と、自分自身への愛、そして「こんな大人になりたいな。」「こんな世

の中をつくっていきたいな。」という思いが子どもたちの心に育つことを願いながら、地域を活用した学

習活動に取り組んでいきたいと思います。 


